令和　２　年度　となみ散居村学習講座
　と　な　み　散　居　村　を　学　ぶ　

　　第　３　回　
・期　日　　令和２年８月２９日（土）　１３時３０分～１５時
・テーマ　　となみ散居村の地域財産再発見
　　　　　　「　砺波平野にみる用水路の展開と今日的課題
　　　　　　　　　　　　　　　―水路網の発達から転落事故対策まで―」
富山県立大学准教授
砺波散村地域研究所員　　　　　　　

　　星川　圭介　先生
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（７０年くらい前の砺波平野の田園風景）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大戦直前の用水合口化）
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基盤整備・国営防災事業後の基幹用水路）
1.　主　　　催　　となみ野田園空間博物館推進協議会・となみ散居村ミュージアム
２.　後　　　援　　砺波散村地域研究所


３.　趣　　　旨　

４.　会　　　場　　となみ散居村ミュージアム情報館・研修室

５.　今回主旨 　「　砺波平野の散居村を潤す縦横無尽な用水網、散居村の成立と
関わる水利用の歴史がある。庄川からの取水の歴史、昭和３０年
代以降の農村基盤整備事業に伴う田んぼ、用水路の整備、近年、
老朽化による用排水路の再整備や田んぼの再拡張事業が行われ
ている。今や昔の農村景観は記憶から忘れ去られようとしている。
今回は、用水路の歴史と現状について、さらに、近年頻発する
中小の用水路での事故防止を研究している講師を招いた。　　　」
６.　進　　　行　　１３：３０　～　今後の講座案内、講師紹介
　　　　　　　　　　１３：４０　～　講演（ 星川圭介 先生 ）
             ～ １５：００　終了予定時刻
　　　

７.　開催方針  （１）コロナウィルス感染症対策として、受講人数及び開催様式を変更
しています。事前申し込み制により、受講者を制限しています。
なお、講演はホームページ上でも、一定期間、視聴いただけます。
（２）今年度の受講料は、都度の郵送案内文でお知らせしています。
　　　　　　　  　（３）受講人数を制限する関係上、即日定員になる場合があります。
　　         　　　（特に、次回は、応募者が定員を超えており、抽選により参加者を
　　　　　　　　　　　　 決定しますので、ご注意願います。）

８.　次回以降の講座計画
　　　（詳しくは、講座登録者に都度通知しています。）

	　

第4回
～となみ散居村の地域財産再発見～　【見学会】（応募多数の場合抽選方式）
「手取川扇状地にみる地形・土地利用・集落展開について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　庄川扇状地との異同　―　　」
第5回
～となみ散居村の地域財産再発見～　【講演】（定員型先着順方式）　　
「富山における酒造業の変遷」（仮題）　　　　　　　　　
第6回
～民具館連携企画－心のふるさと飛騨高山から～　【講演】（同上）
「切り絵作家５０年　求められた　“個性の確立”　」


砺波平野の散居村の歴史、文化、民俗、伝統などの学びを通じて、地域社会を理解するとともに、全国に誇る散居村の魅力を発信し、将来に向けて望ましい保全と活性化につなげる。















